
競技注意事項
（１） 本大会は２０１６年度日本陸上競技連盟規則及び同駅伝競走基準並びに本大会既定による。

（２） スタート時間及び招集時間は次のとおり。 招集は１区走者のみ駅伝スタート付近、 他区間走者は本競技

場第４ゲート外で行う。 （プログラム巻末Ａ３見開きの 「コース案内図」 参照）

　　　女子　　スタート　１０ ： １５　　　　　　　　　　　男子　　スタート　１２ ： ００

　　　　　　　　１区　　 ９ ： ４０　～　１０ ： ００　　　　　　　　　１区　　１１ ： ２５　～　１１ ： ４５

　　　　　　　　２区 　  ９ ： ５０　～　１０ ： １０　　　　　　　　  ２区　　１１ ： ２５　～　１１ ： ４５

　　　　　　　　３区　 　９ ： ５５　～　１０ ： １５　　　　　　　　  ３区　　１１ ： ３５　～　１１ ： ５５

　　　　　　　　４区　 １０ ： ００　～　１０ ： ２０　　　　　　　　  ４区　　１１ ： ４５　～　１２ ： ０５

　　　　　　　　５区　 １０ ： ０５　～　１０ ： ２５　　　　　　　　  ５区　　１１ ： ５５　～　１２ ： １５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ６区　　１２ ： ０５　～　１２ ： ２５

（３） ナンバーカードの色は区間ごとに下記のとおりとし、 タスキと共に主催者が用意する。

　　　（ナンバーカードは当日受付時に受け取る。）

（４） 第１走者のスタート要領は次のとおりとする。

・ 出発の並び順はナンバー順とする。

（１列目 ： １～２５　２列目 ： ２６～５０　３列目 ： ５１～７５　４列目 ： ７６～）

・ スタート付近で招集を行い （上記招集時間参照）、 その時点で各チームにタスキが渡される。

・ 「５分前」 のアナウンスで競技服装となり、 役員の指示する順番に従ってスタートラインにつく。

天候により変更する場合もある。

・ 「６０秒前」 「３０秒前」 「２０秒前」 「１０秒前」 はスターターが指示する。

・ スターターの 「Ｏｎ ｙｏｕｒ ｍａｒｋｓ」 の合図があるので、 直ちに用意の姿勢をとり、 静止する。 その時、 決め

られた順番の位置 （前後左右） を崩さない。

・ ピストルの合図でスタートする。 （絶対に不正スタートをしないこと。）

（５） タスキは肩から斜めにかけて走るものとし、 下端をランニングパンツの中に入れ、 ヒラヒラしないようにする。

肩にかけずに首にぶら下げたり、 腰に巻いたり、 手に持って走ってはいけない。 但し、 中継点前後は手

に持って走ってもよいが、 必ず競技場内で脱着する。 なお、 フィニッシュ後は速やかに競技役員へ返却

する。

（６） タスキを受ける選手は、 競技時間帯に入ったら競技服装になり、 選手待機エリア内で待機する。

（７） 中継点のタスキの受け渡しは、 中継線から進行方向に２０ｍのゾーン内で行うこと。 自分のチームが近づ

いたことを知らされたら、 直ちに中継点 （待機ライン ( 黄色 )） に位置する。

（８） 二人以上の競技者が接近して中継点に近づいた場合は、 先頭競技者のチームが進行方向左側に、 次

のチームは右側に並んでタスキを受ける。

（９） 競技者が勝手に走路から離れた場合は、 その後の競技は続けられない。 また、 飲食物の給与、 伴走等

の助力を受けてはならない。

（10） 競技者の衣類は各自で責任を持って管理する。

（11） 競技場エリア内への選手以外の立入はできない。 また、 コース内の横断は原則として認めない。 やむを

得ない場合は、 現場競技役員の指示に従う。 なお、 のぼり旗を持っての応援は禁止とする。

（12） 雨天練習場は、 競技者の控え室として使用してはならない。 （シート等で場所取りをしない。）

（13） 競技中に急病等事故が生じた場合は、 速やかに本部役員等に申し出て処置を講ずる。

（14） 競技中に発生した負傷 ・ 疾病についての応急処置は主催者が行う。 その後の処置については、 各校の

学校長の責任において、 日本体育 ・ 学校健康センター法を適用する。
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